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年金からの住民税の
引き落としが始まります。
〈特別徴収制度〉

現在、年金を受給されており住民税を納税する義務のある方には、年3回、市役所や金融機関などに出向
いたり、口座振替したりして、住民税を納めていただいています。この制度の導入により、年金を支給す
る年金保険者（社会保険庁など）が住民税を年金から引き落とし、吉野川市へ直接納入することとなります。

住民税の年金からの引き落とし（特別徴収制度）の導入は、納税方法を変更するものであり、この
制度により新たな税負担が生じるものではありません。

年金の支給

年金の支給

住民税額を引いた
年金額

新たな税負担が生じるものではありません。

住民税の年金からの引き落とし制度へのご理解をよろしくお願いいたします。

吉野川市へ直接納入

住民税

住民税納付

平成21年
10月から

年金保険者
（社会保険庁など）

年金保険者
（社会保険庁など）

吉
野
川
市

吉
野
川
市

年金受給者

年金受給者
金融機関などの窓口
市役所の窓口

65歳以上の年金受給者で、
住民税を納めている方に

お知らせです。

〈特別徴収制度〉とは、年金保険者が住民税を年金か
ら引き落として吉野川市へ直接納入することです。

平成21年
10月から
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（例）住民税の年税額が
　　6万円（年金所得のみ）の場合

　 納付書で納める
（普通徴収）

月 6月 9月 12月
税　額 2万円 2万円 2万円
算出方法 1/3 1/3 1/3

　 納付書で納める
（普通徴収）

年金から引き落とし
（特別徴収）

月 6月 9月 10月 12月 2月
税　額 1万5千円 1万5千円 1万円 1万円 1万円
算出方法 1/4 1/4 1/6 1/6 1/6

　 年金から引き落とし
（特別徴収）

月 4月 6月 8月 10月 12月 2月
税　額 1万円 1万円 1万円 1万円 1万円 1万円
算出方法 前年度2月と同じ額 22年度の年税額の残りの1/3ずつ

年税額の1/3ずつ納付書で納めていただいていました。

6月と9月は年税額の1/4ずつをこれまでどおり納付書
で納めていただきます。10月・12月・2月は年税額の
1/6ずつを引き落とします。

平成21年度
3 3 3 3 3 3

の納め方 平成22年度
3 3 3 3 3 3

以降の納め方

4月・6月・8月は、前年度の2月の税額と同額を引き落とします。
10月・12月・2月は、年税額から4月・6月・8月の税額を差し
引いた残りの税額を引き落とします。

※個人市・県民税を「住民税」、公的年金を「年金」と表現しています。

これまで
3 3 3 3

の納め方

●問い合わせ　市税務課　☎　  2215○22

平成21年4月1日現在、65歳以上の年金受給者のうち
住民税の納税義務のある方が対象です。

65歳以上の方の年金所得に係る住民税の納税方法が変わります。この制
度の対象となるのは、「平成21年4月1日現在65歳以上の年金受給者で、
平成20年中の年金所得に係る住民税の納税義務のある方」です。

引き落としの
対象となる年金とは…

老齢基礎年金または昭和60年以前の制度による
老齢年金、退職年金等を言います。障害年金およ
び遺族年金などの非課税の年金は、引き落としの対象とはなりません。

引き落としされる
住民税額は…

引き落としされるのは、年金所得の金額から計算した住民税額のみです。
給与所得や事業所得などの金額から計算した住民税額は、これまでどお
り給与からの引き落とし、または納付書で納めていただくことになります。

引き落としが
中止となる場合は…

引き落とし開始後、吉野川市外への転出、税額の変更、年金の支給停止など
が発生した場合は、引き落としが中止となり、普通徴収（納付書により市役
所や金融機関などで納める方法）により納めていただくことになります。

平成21年10月支給分の年金から引き落としが始まります。

引き落としの開始は、平成21年10月支給分の年金
からとなります。そのため、平成21年度の住民税
額のうち半分については、平成21年6月と9月に、
これまでどおり納付書で納めていただくことになり
ます。

引き落としの
対象となる年金とは…

引き落としされる
住民税額は…

引き落としが
中止となる場合は…

◆介護保険料が年金から引き落としされていない方
◆引き落とされる住民税額が老齢基礎年金等の額を超える方　など

ただし、以下の方については、対象となりません。
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◎事業系一般廃棄物は事業者の負担で処理をお願いします。
　事業所のごみの収集は、市では行えません。

◎庭木の剪
せん

定枝等について

◎野焼きＱ＆Ａ

周辺住民から煙害等による苦情が生じた（著しく迷惑をかけている）場合は、軽微な焼
却とは認められませんのでご注意ください。

　ただし、店舗併用住宅等、住居で事業を営んでいる場合はこの限りではありません。（飲食店は除く）
　　　　事業系ごみは、一般廃棄物の約30％を占め、市のごみ処理費の負担が大きくなっています。
　　　　事業者の方は、各自でごみ処理をお願いします。
　事業者の方は、下記までお問い合わせください。
◆吉野川市事業系一般廃棄物収集運搬業許可業者（許可順）　　

○袋に入る落ち葉や枝木は、よく乾燥させてから指定袋に入れて「もやせるごみ」の日に出してください。
○長さ50cm太さ5cmまでの枝木は、よく乾燥させてから束にして「もやせるごみ」の日に出してくださ
い。（袋に入れるのが原則ですが、当分の間は、入らない場合入れなくてもかまいません。）
○長さ50cm太さ5cm以上の木は、よく乾燥させてから束にして「粗大ごみ」の日に出してください。

業　者　名 電 話 番 号 事 業 所 所 在 地
（有）クリーンエンゼル 25－ 3636 川島町山田字芝生39-6
中央クリーンセンター 24－ 6611 鴨島町鴨島370-1
あけぼの清掃 24－ 7660 鴨島町牛島1905-1
（有）ロータス中央 42－ 2274 山川町川田640-4
（有）パブリック 26－ 0430 鴨島町牛島1905
新興建設（株） 24－ 2701 鴨島町西麻植字新田37

Ｑ　家庭から出る落ち葉や木の枝などを庭先で焼却できますか？

Ｑ　ごみは絶対に燃やしてはいけないの？ （廃棄物の処理および清掃に関する法律）

Ｑ　農家が稲わらなどを焼却することはできますか？

Ａ　廃棄物の野焼きは、原則禁止されています。落ち葉や枝木などを焼却する小規模なたき火（暖
をとる程度）は廃棄物の野焼き禁止の例外に該当するため、法律では禁止していません。た
だし、家庭ごみを一緒に焼却すると違反となり罰則行為になります。

Ａ　各家庭で、ドラム缶、基準に適合しない簡易焼却炉、ブロック囲い、地面の素堀りなどで家
庭ごみを燃やすことは、廃棄物の野焼き禁止に該当するため、法律で禁止しています。それ
はごみを燃やした煙が悪臭・大気汚染になり迷惑となるためです。

Ａ　水田での稲わらの焼却、あぜ道や道路脇等の雑草を刈り取って現地で焼却することは廃棄物
の野焼き禁止の例外に該当するため、法律では禁止していません。しかし、草をよく乾燥さ
せないで焼却すると、白煙が多量に発生して苦情の原因となりますので草を乾燥させてから、
風のない日に少しずつ燃やすようにしてください。ただし、農業といえども、雑草に混じっ
たビニール袋やプラスチック類の焼却は、廃棄物の野焼きに該当し、違反となり罰則行為に
なります。

注意!

ご み 処 理 最 新 情 報ご み 処 理 最 新 情 報ご み 処 理 最 新 情 報

　４月から鴨島町のプラスチック系ごみは「もやせるごみ」として収集していますので、
「もやせるごみの指定袋」に入れて出してください。
　不燃物・カン・ビン・ペットボトルは今までどおり、分別をお願いします。
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◎吉野川市ごみ減量化緊急対策

◎9月から、吉野川市全域で「ごみ指定袋」が統一されます
　鴨島環境センター（鴨島分）と西環境センター（川島・山川・美郷分）でごみの指定袋が異なっていま
したが、9月から統一したデザインで販売を開始する予定です。
○今まで、買い置きしているごみ袋は、今後も従来どおり使用できます。
○詳細については、広報よしのがわ8月号でお知らせします。

対 策
1

対 策
2

行動1

行動3

行動2

生ごみの減量を進める 

雑がみの分別徹底

お金になるものを燃やさないで！ 焼却すると1㎏あたり50円の経費がかかります。

「水切り」の徹底

「雑がみ」は「束ねる」か「紙袋等」に入れて「雑誌」の収集日に出してください。
（指定袋不要）

「段ボールコンポスト」の推進

　もやせるごみの約4割を生ごみが占めている
ため、生ごみが100％排出されなくなると市
のごみ処理費が28％削減することができます。

　　　もやせるごみの約3割を雑がみが占めているため、雑がみが100％排出されなくな
　　ると、市のごみ処理費が21％削減することができます。
　焼却すると1㎏あたり 50円 の経費がかかり、回収すると1㎏あたり 14円 （Ｈ20年換
算）の収入となります。
　※利点は、ごみ袋の使用数が約半分になり家計の助けとなります。

　誰でも取り組めます。水切りを徹底してください。

★7月中旬からコンポスト基材を無料配布します。
　配布方法等については、広報よしのがわ・市ホー
ムページで随時お知らせします。

ティッシュボックス

パンフレット 包装紙
紙袋に入れる

お菓子の箱

取り出し口の
ビニールは
とってたたんで
ください

※紙袋に入れるか、そのまま紙ひもで束ねて
　ください

封筒に入れる

●野焼き・雑がみ・段ボールコンポストに関する問い合わせ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 市環境企画課　☎     2230
●ごみの出し方に関する問い合わせ
　　　　　　　　　　市鴨島環境センター（鴨島）　　　　　　☎     5697
　　　　　　　　　　市西環境センター（川島・山川・美郷）　☎     5333

○22

○24
○42

ペットボトルのキャップ・カンのプルトップ・乾電池・食用廃油は市役所および各支所
で回収しています。

段ボールコンポスト

※よく水分を切る

※とてもよい肥料が
　できます

減量する

雑
が
み

雑
誌
の
日

ミルクサンド
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国
民
年
金
だ
よ
り

住
み
よ
い

　
　

地
域
社
会
の
実
現
を

―
知
恵
島
地
区

　
　

人
権
教
育
推
進
協
議
会
―

　

平
成
20
年
12
月
７
日
、
知
恵
島

小
学
校
で
、「
み
ん
な
の
笑
顔
が

宝
物
」
を
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

知
恵
島
地
区
人
権
教
育
推
進
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
幼
稚
園
児
に
よ
る
オ
ペ

レ
ッ
タ
「
が
ん
ば
れ
ね
ず
み
の
お

て
つ
だ
い
」
で
は
、
か
わ
い
い
歌

や
踊
り
に
、
会
場
か
ら
は
拍
手
が

た
く
さ
ん
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
各
学
年
の
特
徴
を
生

か
し
た
劇
を
披
露
し
ま
し
た
。
１

年
生
は
、「
と
も
だ
ち
」、
２
年
生

は
「
と
べ
な
い
ほ
た
る
」
と
い
う

題
で
、
キ
ラ
キ
ラ
の
豪
華
衣
装
に

身
を
包
み
、
助
け
合
う
こ
と
の
す

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

吉
野
川
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会

（
市
人
権
課
内
）
☎
㉒
２
２
２
９

ば
ら
し
さ
を
元
気
い
っ
ぱ
い
表
現

し
て
く
れ
ま
し
た
。

３
年
生
は
「
み
ん
な
は
一
人
の

た
め
に
」
と
い
う
題
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
得
意
な
こ
と
を
舞
台
で
発
表

し
な
が
ら
ド
ラ
え
も
ん
風
の
劇
が

進
ん
で
い
き
ま
し
た
。
次
に
、「
互

い
を
認
め
あ
え
る
な
か
ま
づ
く

り
」
と
い
う
題
で
、
４
年
生
は
巣

立
作
業
所
と
の
交
流
で
発
見
し
た

た
く
さ
ん
の
す
ば
ら
し
さ
を
発
表

し
ま
し
た
。

さ
ら
に
５
年
生
は
、「
た
っ
た
ひ

と
つ
の
宝
物
」
と
い
う
劇
、
と
り

の
６
年
生
は
、
母
の
愛
、
平
和
の

尊
さ
を
テ
ー
マ
に
「
お
母
さ
ん
の

木
」
を
発
表
し
、
見
る
人
の
涙
を

さ
そ
う
、
す
ば
ら
し
い
朗
読
劇
で

し
た
。
ピ
ア
ノ
や
リ
コ
ー
ダ
ー
に

合
わ
せ
歌
や
言
葉
で
つ
づ
る
演
出

で
、
戦
争
か
ら
帰
っ
て
来
た
兵
士

が
足
を
ひ
き
ず
り
な
が
ら
登
場
す

る
場
面
で
は
、
胸
が
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
た
人
も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

　

１
月
17
日
に
は
、
千
田
公
会
堂

で
西
天
寿
会
人
権
研
修
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
月
４
日
に
は
、
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
西
山
欣
子
さ
ん

を
お
迎
え
し
て
、
知
恵
島
小
学
校

で
人
権
教
育
研
修
会
も
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
心
癒
さ
れ
る
イ
ラ
ス
ト

と
言
葉
に
、
子
ど
も
た
ち
の
目
は

く
ぎ
づ
け
に
な
り
、
心
に
響
い
た

ひ
と
と
き
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
学
校
・
公
民
館
・

地
域
社
会
が
一
層
連
携
を
深
め
つ

つ
、
差
別
を
許
さ
な
い
住
み
よ
い

地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
、
人
権

教
育
啓
発
活
動
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

幼稚園児が歌や踊りを披露
しました

ピアノやリコーダーに合わせ、歌や
言葉での演出が見る人の涙を誘いま
した

元気いっぱいに劇を披露する
児童たち

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所

☎
０
８
８
（
６
５
５
）
０
９
１
１

市
国
保
年
金
課　

国
民
年
金
係

☎
㉒
２
２
１
３

年
金
受
給
者
の
方
へ

く
は
若
年
者
納
付
猶
予
に
承
認
さ

れ
、
継
続
手
続
き
を
希
望
さ
れ
た

方
は
、
社
会
保
険
事
務
所
で
審
査

が
あ
り
ま
す
の
で
、
結
果
の
通
知

が
届
く
ま
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

結
果
に
よ
っ
て
は
継
続
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

離
職
を
理
由
と
す
る
全
額
免

除
・
若
年
者
納
付
猶
予
承
認
者
は
、

毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

　

保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶
予
を

受
け
た
期
間
は
、
保
険
料
を
全
額

納
付
し
た
と
き
に
比
べ
、
将
来
の

老
齢
基
礎
年
金
の
額
が
少
な
く
な

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
期
間
は
、
10

年
以
内
で
あ
れ
ば
、
後
か
ら
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
（
追
納
）
が
で

き
ま
す
が
、
承
認
を
受
け
た
年
度

か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
に

追
納
す
る
と
、
当
時
の
保
険
料
に

経
過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が
上

乗
せ
さ
れ
ま
す
。
追
納
を
ご
希
望

の
場
合
は
、
徳
島
北
社
会
保
険
事

務
所
ま
た
は
、
市
国
保
年
金
課
ま

で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
・
船
員

保
険
の
年
金
の
支
払
い
は
、
年
６

回
偶
数
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
２

カ
月
分
が
支
払
わ
れ
ま
す
が
、
そ

の
年
度
に
支
給
さ
れ
る
年
金
額
を

お
知
ら
せ
す
る
「
年
金
振
込
通
知

書
」
は
、
毎
年
６
月
に
送
付
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
通
知
書
は
、
向
こ
う
１
年

間
の
年
金
額
を
お
知
ら
せ
す
る
も

の
で
す
が
、
郵
便
局
の
窓
口
で
年

金
送
金
通
知
書
に
よ
り
現
金
で
年

金
を
受
け
取
っ
て
い
る
方
は
、
年

６
回
支
払
月
ご
と
に
年
金
送
金
通

知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
年
度
途
中
で
年
金
の
支

払
額
や
支
払
金
融
機
関
な
ど
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
都
度

お
知
ら
せ
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
分
の
国
民
年
金
保

険
料
の
免
除
申
請
の
受
け
付
け
が
、

７
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
に
全
額
免
除
も
し

「
年
金
振
込
通
知
書
」
が

送
付
さ
れ
ま
す
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吉
野
川
市
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
の
主
要
課
題
の
１
つ
に
「
男

女
の
人
権
の
尊
重
」
が
あ
り
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、
一

人
ひ
と
り
が
自
ら
の
意
思
で
、
性

別
に
と
ら
わ
れ
ず
、
だ
れ
も
が
人

権
を
尊
重
さ
れ
、
そ
の
人
ら
し
く

伸
び
や
か
に
生
き
ら
れ
る
社
会
で

す
。

　

し
か
し
、
男
性
が
優
位
に
立
ち

女
性
が
そ
れ
に
従
う
べ
き
で
あ
る

と
い
う
社
会
通
念
は
、
い
ま
だ
解

消
さ
れ
て
お
ら
ず
、
女
性
に
対
す

る
人
権
侵
害
の
背
景
と
な
る
と
同

時
に
、
男
女
双
方
に
と
っ
て
自
分

ら
し
く
生
き
る
こ
と
を
困
難
に
す

る
要
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

吉
野
川
市
で
は
、
人
権
を
大
切

に
す
る
社
会
づ
く
り
と
し
て
、
性

別
に
基
づ
く
固
定
観
念
に
と
ら
わ

れ
な
い
よ
う
に
、
男
女
共
同
参
画

の
視
点
に
立
っ
た
刊
行
物
や
広
報

物
の
作
成
を
進
め
、
市
民
一
人
ひ

と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
男
女

が
い
き
い
き
と
心
豊
か
に
生
活
で

き
る
吉
野
川
市
を
め
ざ
し
て
意
識

啓
発
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。　

「
男
女
の
人
権
の
尊
重
」

考
え
て
み
よ
う

男
女
共
同
参
画

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

市
企
画
財
政
課　
☎
㉒
２
２
２
１

で
怒
鳴
る･

大
事
に
し
て
い
る
物

を
壊
す
な
ど

○
性
的
暴
力

性
行
為
を
強
要
す
る･

避
妊
に
協

力
し
な
い
な
ど

○
経
済
的
暴
力

生
活
費
を
渡
さ
な
い･

働
き
に
行

く
の
を
嫌
が
る

○
社
会
的
暴
力

実
家
や
友
人
と
の
付
き
合
い
を
禁

止
す
る･

外
出
を
制
限
す
る

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

だ
れ
も
が
加
害
者
に
も
、
被
害

者
に
も
な
ら
な
い
よ
う
に
Ｄ
Ｖ
の

こ
と
を
理
解
し
、
ち
ょ
っ
と
パ
ー

ト
ナ
ー
と
の
関
係
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

す
ぐ
に
次
の
相
談
先
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

市
こ
ど
も
相
談
室

　
　
　
　
　
　
　
☎
㉕
６
６
１
８

県
こ
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
８
（
６
２
３
）
８
１
１
０

（
年
末
年
始
を
除
く
、
毎
日
午
前

９
時
〜
午
後
10
時
）

県
警
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
８
（
６
５
３
）
９
１
１
０ 

（
24
時
間
対
応
）

　

一
般
的
に
は
、
配
偶
者
や
恋
人

な
ど
親
密
な
関
係
に
あ
る
パ
ー
ト

ナ
ー
か
ら
身
体
的
、
心
理
的
に
う

け
る
暴
力
の
こ
と
で
す
。

　

あ
な
た
が
怖
い
と
感
じ
た
ら
そ

れ
は
暴
力
で
す
。
次
の
中
で
、
あ

な
た
に
当
て
は
ま
る
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

□
相
手
の
機
嫌
を
損
ね
な
い
よ
う

に
い
つ
も
気
を
使
う

□
相
手
が
怒
る
の
は
自
分
が
悪
い

か
ら
だ
と
思
う

□
自
分
が
い
な
い
と
相
手
が
ダ
メ

に
な
る
と
思
う

○
身
体
的
暴
力

殴
る･

け
る･

物
を
投
げ
つ
け
る

な
ど

○
心
理
的
暴
力

何
を
言
っ
て
も
無
視
す
る･

大
声

（
Ｄ
Ｖ
）ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
と
は
…

相
談
先

デジサポ徳島による地デジ移行のご案内

総務省徳島県テレビ受信者支援センター（デジサポ徳島）
☎088（678）6311　FAX088（678）6312
市情報システム課　☎　  2234○22

問い合わせ

2011年7月24日までに地上デジタル放送に移行し、アナログ放送は終了します。それ以降アナ
ログテレビについては、デジタルチューナーなどを取り付けなければ視聴できなくなります。
　そこで総務省が主体となり、テレビ受信者の皆さんが円滑に地上デジタル放送に移行できるように、
総務省テレビ受信者支援センターを全都道府県に設置しました。徳島県にも「総務省徳島県テレビ受
信者センター」（愛称・デジサポ徳島）を設置し業務を始めており、地デジ移行への準備を進めています。
　デジサポ徳島では7月を吉野川市の啓発月間と位置づけて、以下の事業を計画しています。
①小学校区単位で公民館などを使って一般市民向けの説明会を開催します。
②説明会開催を希望する団体（自治会・老人会・婦人会等）の会の中で説明をします。
　申し込み先は、情報システム課（市役所３階）※市はデジサポへ取り次ぎします。
③65歳以上の独居高齢者または、高齢者だけの世帯を対象として戸別訪問をします。
　申し込み先は、デジサポ徳島　※直接、デジサポ徳島へ申し込みをしてください。
　詳しくは、デジサポ徳島へお問い合わせください。
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「
レ
ッ
ツ
・
ク
リ
ー
ン
」

に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

４
月
23
日
、「
子
ど
も
読
書
の

日
」
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
お

は
な
し
バ
ス
ケ
ッ
ト
」
が
、
子
ど

も
の
読
書
活
動
優
秀
実
践
団
体
と

し
て
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

こ
の
団
体
は
、
平
成
９
年
４
月

12
日
に
発
足
し
、
現
会
員
14
人
の

方
々
が
、
毎
月
第
２
土
曜
日
に
山

川
図
書
館
幼
児
コ
ー
ナ
ー
で
、
幼

児
か
ら
児
童
・
保
護
者
を
対
象
に

紙
芝
居
や
本
の
読
み
聞
か
せ
等
の

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
「
レ
ッ
ツ
・
ク
リ
ー
ン
」
環
境

美
化
統
一
実
施
日
の
５
月
24
日
、

市
内
全
域
で
、
た
く
さ
ん
の
市
民

の
皆
さ
ん
や
団
体
・
事
業
所
の
方

が
参
加
し
、
市
内
の
大
掃
除
を
行

い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
公
園
や
駅
な
ど
の
公

共
施
設
や
道
路
、
河
川
敷
な
ど
で
、

空
き
缶
、
空
き
瓶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
な
ど
の
ポ
イ
捨
て
ご
み
を
収
集

し
、
自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
を
き

れ
い
に
し
ま
し
た
。

　

１
２
９
団
体
、
約
４
５
０
０
人

で
、
２
ト
ン
ダ
ン
プ
カ
ー
25
台
分

　

４
月
25
日
、
鴨
島
公
民
館
で
、

こ
い
の
ぼ
り
作
り
（
市
教
育
委
員

会
主
催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
校
３
年
生
以
下
の
子
ど
も

た
ち
が
参
加
し
、
布
で
作
っ
た
長

さ
約
80
㎝
の
こ
い
の
ぼ
り
に
、
い

ろ
い
ろ
な
色
を
使
っ
て
思
い
思
い

の
模
様
や
イ
ラ
ス
ト
を
描
き
、
自

分
だ
け
の
こ
い
の
ぼ
り
を
作
り
ま

し
た
。

　

役
員
改
選
に
よ
り
、
消
防
団
長

に
、
横
田
満
男
さ
ん
（
川
島
町
三

ツ
島
）
が
就
任
し
ま
し
た
。
４
月

13
日
、
川
真
田
市
長
か
ら
辞
令
を

受
け
取
り
ま
し
た
。

　

３
月
28
日
、
県
立
防
災
セ
ン
タ

ー
で
、
吉
野
川
市
が
、
自
主
防
災

組
織
の
結
成
お
よ
び
育
成
へ
の
積

極
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
た
と
し

て
、「
と
く
し
ま
自
主
防
災
活
動

賞
」
県
知
事
表
彰
に
選
ば
れ
ま
し

た
。

　

３
月
６
日
、
市
消
防
団
副
団
長

の
瀬
尾
誠
悟
さ
ん
（
鴨
島
町
知
恵

島
）
が
、
消
防
庁
長
官
表
彰
（
永

年
勤
続
功
労
賞
）
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。　

　

こ
の
表
彰
は
、
永
年
勤
続
し
、

そ
の
勤
務
成
績
が
優
秀
で
、
他
の

模
範
と
認
め
ら
れ
た
消
防
団
員
に

授
与
さ
れ
る
も
の
で
、
消
防
団
員

と
し
て
最
高
の
栄
誉
で
あ
る
表
彰

の
ひ
と
つ
で
す
。

真剣に描く子どもたち

文部科学大臣表彰を受賞した「おはなしバスケット」

川真田市長（写真右）から辞令を
受け取る横田団長（写真左）

飯泉県知事（写真左）から表彰状を
受け取る川真田市長（写真右）

集めたごみを分別する参加者

文
部
科
学
大
臣
表
彰

大
空
を
泳
ぐ
こ
い
の
ぼ
り

消
防
庁
長
官
表
彰

新
し
い
吉
野
川
市
消
防

団
長
に
辞
令

平
成
20
年
度
「
と
く
し
ま

自
主
防
災
活
動
賞
」
受
賞

消
防
庁
長
官
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た

瀬
尾
誠
悟
さ
ん

　

瀬
尾
さ
ん
は
、
地
域
で
の
35
年

に
わ
た
る
消
防
活
動
が
認
め
ら
れ

今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

の
ご
み
を
集
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
月
18
日
か
ら
の
「
レ

ッ
ツ
・
ク
リ
ー
ン
期
間
」
に
も
、

多
く
の
団
体
・
事
業
者
の
方
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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審議会の様子

川
島
薬
草
園

〈表紙写真〉

ク
チ
ナ
シ　
　
　

ア
カ
ネ
科

　

ク
チ
ナ
シ
は
、
本
州
の
静
岡
県

以
西
、
四
国
、
九
州
、
南
西
諸
島

の
森
林
に
自
生
し
、
園
芸
用
と
し

て
も
多
く
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

花
期
は
６
〜
７
月
で
、
６
弁
の

花
を
咲
か
せ
、
花
に
は
強
い
芳
香

が
あ
り
ま
す
。
花
弁
は
開
花
当
初

は
白
色
で
、
徐
々
に
黄
色
に
変
わ

っ
て
い
き
ま
す
。

　

10
〜
11
月
ご
ろ
に
は
赤
黄
色
の

果
実
を
つ
け
ま
す
。
こ
の
果
実
は

熟
し
て
も
割
れ
な
い
た
め
、「
口

無
し
」
と
い
う
和
名
の
由
来
と
な

っ
て
い
る
説
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
乾
燥
さ
せ
た
果
実
は
古

く
か
ら
黄
色
の
着
色
料
と
し
て
用

い
ら
れ
、
発
酵
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
青
色
の
着
色
料
に
も
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
繊
維
を
染
め
た
り
、

和
菓
子
や
た
く
あ
ん
な
ど
の
食
品

を
黄
色
に
染
め
た
り
す
る
の
に
用

い
ら
れ
ま
す
。　

（
資
料
提
供　

眞
鍋
佳
資
）

各
地
区
で
地
域
審
議
会
を
開
催

　

地
域
の
声
を
施
策
に
反
映
で
き

る
よ
う
に
旧
町
村
ご
と
に
設
置
し

て
い
る
地
域
審
議
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
会
議
で
は
、
新
た
な
委

員
を
任
命
し
た
後
、「
平
成
21
年

度
当
初
予
算
」「
今
後
の
吉
野
川

市
に
望
む
こ
と
」「
ご
み
減
量
化

計
画
」
に
つ
い
て
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

【
山
川
地
区
地
域
審
議
会
】

　
　
　
（
４
月
15
日
・
山
川
庁
舎
）

・
自
主
防
災
組
織
育
成
補
助
金
の

活
用
状
況
に
つ
い
て

・
災
害
発
生
時
の
飲
用
水
の
対
策

【
鴨
島
地
区
地
域
審
議
会
】

　
　
　
　
（
４
月
16
日
・
市
役
所
）

・
市
税
増
収
の
施
策
に
つ
い
て

・
都
市
計
画
区
域
に
つ
い
て

・
体
育
施
設
等
の
整
備
に
つ
い
て

・
市
の
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
強
化
に
つ

い
て

・
学
校
給
食
の
充
実
に
つ
い
て

・
父
子
家
庭
へ
の
支
援
に
つ
い
て

・
定
住
促
進
施
策
に
つ
い
て

【
川
島
地
区
地
域
審
議
会
】

　
　
　
（
４
月
21
日
・
川
島
庁
舎
）

・
学
校
施
設
の
耐
震
化
に
つ
い
て

・
公
営
住
宅
施
策
に
つ
い
て

・
道
の
駅
の
誘
致
に
つ
い
て

【
美
郷
地
区
地
域
審
議
会
】

（
４
月
22
日
・
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
）

・
美
郷
地
区
に
対
す
る
市
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

・
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
対
応

に
つ
い
て

・
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
材
料

入
手
に
つ
い
て

　

こ
れ
ら
の
ご
質
問
や
ご
意
見
に

対
し
て
、
市
長
な
ど
か
ら
説
明
を

行
い
ま
し
た
。

　

い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意
見
は
、

今
後
の
市
政
の
参
考
と
し
ま
す
。

山川地区地域審議会委員（敬称略）
会　

長

横　

田　

正　

人

副
会
長

市　

原　

恭　

子

委　

員

重　

本　

剛　

宏

〃

住　

友　
　
　

仁

〃

長　

尾　

公　

子

〃

山　

本　
　
　

進

〃

杉　

友　

治　

美

〃

平　

内　

俊　

三

〃

藤　

原　

初　

子

〃

原　

田　

裕　

正

〃

佐　

山　

隆　

夫

〃

寒　

川　

紀　

美

〃

原　

井　

知
代
子

川島地区地域審議会委員（敬称略）
会　

長

阿　

部　

隆　

義

副
会
長

東　

谷　

克　

子

委　

員

仁　

木　

榮
次
郎

〃

筒　

井　

定　

夫

〃

平　

尾　

典　

子

〃

大　

椋　

安　

雄

〃

大　

西　

照　

治

〃

内　

田　
　
　

新

〃

佐　

藤　
　
　

浩

〃

德　

山　

博　

文

〃

大　

橋　

富
美
子

〃

中　

野　

秀　

子

〃

宮　

本　

菊　

江

美郷地区地域審議会委員（敬称略）
会　

長

安　

田　
　
　

進

副
会
長

藤　

村　

令　

子

委　

員

和　

泉　

信　

昭

〃

和　

泉　

啓　

展

〃

竹　

前　

久　

子

〃

松　

田　

有　

一

〃

和　

泉　

隆　

啓

〃

津　

田　

正　

人

〃

鎌　

谷　

輝　

昭

〃

元　

村　

利　

治

〃

明　

石　

ヨ
シ
ヱ

〃

和　

泉　

明　

美

〃

来　

見　

義　

昭

鴨島地区地域審議会委員（敬称略）
会　

長

深　

見　

武　

彦

副
会
長

小　

林　

由　

美

委　

員

高　

田　

昭　

夫

〃

河　

野　

恭　

子

〃

川　

人　

茂　

雄

〃

桒　

原　

康　

正

〃

川
眞
田　

博　

敏

〃

渡　

部　

國　

博

〃

三
木
田　

裕　

司

〃

森　

本　

郁　

夫

〃

武　

田　

視　

子

〃

松　

島　

恵
美
子

〃

吉　

野　

美　

保

〃

石　

井　

喜
久
雄

〃

岸　

田　

益　

雄

に
つ
い
て

・
定
額
給
付
金
に
つ
い
て

・
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
犬
猫

烏
被
害
に
つ
い
て

・
住
宅
用
防
災
警
報
器
の
機
種
選

択
相
談
に
つ
い
て

・
定
額
給
付
金
に
つ
い
て

・
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
使
用
後

の
処
分
方
法
に
つ
い
て

・
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
啓
発

活
動
に
つ
い
て
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飼い主としてのマナーを守りましょう。犬のふんは持ち帰りましょう。

ヤング健診 ･各種がん検診等のご案内
平成21年度

★医療保険の種別に関係なく、次の対象年齢の方は健（検）診を受けることができます!!

◆健（検）診の種類

健（検）診の種類
対　象　者

平成21年度（平成21年4月1日～平成
22年3月31日）に該当年齢に達する方

※1
個人負担金 内  　容

（
公
民
館
な
ど
で
実
施
）

集　

団　

健　

診

胃がん検診 40歳以上の方 900円 バリウムによるレントゲン
検査

肺がん検診

胸部エック
ス線検査 40歳以上の方 無　料 胸部のレントゲン検査

喀
かく

痰
たん

検査

次の①または②に該当し、希
望する方

500円
たんの検査
（※たんの検査のみはできませ
ん。胸部のレントゲン検査とた
んの検査はセットです）

①50歳以上で喫煙指数（1日
本数×喫煙年数）が600以
上の方

②最近6カ月以内に血痰のあ
った方

大腸がん検診 40歳以上の方 500円 便の検査（2日法）

前立腺がん検診 50歳以上の男性 500円 血液検査（PSA）

乳がん検診（マンモグラ
フィ併用）・甲状腺検診

40歳以上の女性で平成20年
度に受診されていない方
（2年に1回）

1,300円
乳がん検診は視触診および
マンモグラフィ、甲状腺検
診は視触診

骨粗しょう症検診 40・45・50・55・60・
65・70歳の女性 500円 手の甲のレントゲン検査

（
医
療
機
関
で
実
施
）

個　

別　

健　

診

子宮がん検診
20歳以上の女性で平成20年
度に受診されていない方
（2年に1回）

1,500円 子宮頸
けい

部
ぶ

細胞診

健康診査 40歳以上の生活保護受給の方 無　料

特定健康診査に準ずる項目
《基本的な健診項目》
問診・身体計測・理学的検査・
血圧測定・尿検査・血液検査
【脂質検査・肝機能検査・腎機
能検査・糖尿病検査】
《詳細な項目》
貧血検査（医師の判断に基づ
き実施） ・心電図（前年の結果
および医師の判断に基づき実
施）・眼底検査（前年の結果お
よび医師の判断に基づき実施）

ヤング健診
20～39歳の方
（※吉野川市国民健康保険加入の
方で、節目健診対象の方〔今年度
30・35歳〕は除く）

1,000円

B型・C型肝炎検査 40歳の方 700円 血液検査

歯周疾患検診 40・50・60・70歳の方 500円 問診・歯周組織検査

巡回
検診 結核巡回検診　※2 40歳以上の方 無　料 胸部のレントゲン検査

（市内各地区を検診車が巡回）

※１　個人負担金：『ヤング健診』以外の健（検）診については、70歳以上の方、市民税非課税世帯の方、生活保
　護世帯の方は個人負担金が免除されます。     

※２　平成21年度から、巡回検診は結核検診のみとなります。肺がん検診をご希望される場合は、集団健診を
　お申し込みください。
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◆健（検）診の日程・申込方法
健（検）診の種類 日程・実施期間 場　所 申し込み

集　

団　

健　

診

胃がん検診

肺がん検診（喀痰検査）

大腸がん検診

前立腺がん検診

乳がん・甲状腺検診

骨粗しょう症検診

午　

前

8月 5日（水） 川島公民館

《申込受付》
7月1日 ㈬ ～ 各
健（検）診日の2
週間前まで（申
し込みされた方
に受診券をお送
りします）

※乳がん・甲状腺
検診は、1日50人
までの人数制限が
あります。

8月19日（水） ふるさとセンター

8月23日（日） 鴨島公民館

9月16日（水） 山川公民館

11月26日（木） 鴨島公民館

前立腺がん検診
午　

後

8月 5日（水） 鴨島公民館

8月19日（水） 山川公民館

9月  7日（月） 鴨島公民館

9月16日（水） 川島老人福祉センター

11月26日（木） 山川公民館

（
医
療
機
関
で
受
診
）

個　

別　

健　

診

子宮がん検診
7月1日～
平成22年3月31日まで

県内広域化医療機関
《申込受付》
7月1日～12月
28日まで
（申し込みされた方
に受診券をお送りし
ます）

ヤング健診 市内指定医療機関

健康診査
7月1日～12月28日まで 市内指定医療機関

申し込み：不要
対象の方に受診
券をお送りしま
す。

B型・C型肝炎検査

歯周疾患検診 7月1日～9月30日まで 市内指定歯科医療機関

巡回
検診 結核巡回検診

日程：8月18日～9月30日までの17日間
　　　（市内各地区巡回）  
※詳細は、広報よしのがわ7月号でお知らせします。

●問い合わせ・申し込み　市健康推進課　☎　  6615○25

　平成20年度から、健診の機会のなかった
20～40歳未満の方も 『ヤング健診』として
健診が受けられるようになりました！！
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虐待では？ 思ったときは、まず通報！ 地域包括支援センター☎㉕6627

長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
）
に
つ
い
て

転
作
申
請
地
の
現
地
確
認

6
月
27
日
の
午
後
、自
動
交
付
機

を
休
止
し
ま
す

６
月
は
市
・
県
民
税
の
納
付
月

●
平
成
21
年
度
保
険
料
の
納
付

•

年
金
か
ら
の
天
引
き
対
象
に
な
っ
て

い
る
方

　

４
月
分
の
年
金
か
ら
お
支
払
い
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

•

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
な
い
方

　

８
月
に
保
険
料
の
金
額
と
お
支
払
方

法
を
記
載
し
た
通
知
を
お
送
り
す
る
予

定
で
す
。

●
被
保
険
者
証

　

新
た
に
75
歳
に
な
ら
れ
る
方
の
被
保

険
者
証
は
１
人
に
つ
き
１
枚
交
付
さ
れ
、

75
歳
の
誕
生
日
ま
で
に
お
送
り
（
ま
た

は
窓
口
交
付
）
し
ま
す
。

●
障
害
認
定

　

新
た
に
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受

け
ら
れ
る
65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
で
、

長
寿
医
療
制
度
に
加
入
を
希
望
す
る
場

　

平
成
21
年
度
の
転
作
申
請
地
の
現
地

確
認
時
期
に
つ
い
て
は
、
例
年
と
同
じ

く
７
月
中
旬
か
ら
８
月
中
旬
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
詳
細
な
現
地
確
認
期
間
に

つ
い
て
は
、
広
報
よ
し
の
が
わ
７
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
21
年
度
か
ら
確
認
札
を

送
付
せ
ず
、
現
地
確
認
の
み
行
い
ま
す

の
で
、
転
作
申
請
者
の
方
々
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
農
林
業
振
興
課　
　
☎
㉒
２
２
２
８

Ｊ
Ａ
麻
植
郡　
　
　
　
☎
㉔
１
１
３
７

合
は
、
障
害
者
手
帳
等
交
付
申
請
時
に

併
せ
て
後
期
高
齢
者
医
療
障
害
認
定
申

請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
す
で
に
障
害
認
定
を
受
け
ら

れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
手

帳
等
の
更
新
は
必
ず
有
効
期
限
内
に
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

市
国
保
年
金
課　
　
　
☎
㉒
２
２
１
３

　

市
役
所
と
山
川
庁

舎
に
設
置
し
て
い
る

住
民
票
・
印
鑑
登
録

証
明
書
の
自
動
交
付

機
の
使
用
を
、
自
家

用
発
電
装
置
の
点
検
の
た
め
、
６
月
27

日
㈯
の
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

の
間
休
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

市
総
務
課　
　
　
　
　
☎
㉒
２
２
３
１

　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
す

べ
て
の
方
は
、
６
月
中
に
「
現
況
届
」

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
受

け
付
け
期
間
中
に
提
出
が
な
い
と
、
６

月
以
降
こ
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
必
ず
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

受
付
期
限　

６
月
30
日
㈫
ま
で
（
土
・

日
は
除
く
）

受
付
場
所　

子
育
て
支
援
課
（
川
島
庁

舎
）
ま
た
は
支
所
地
域
課
（
鴨
島
・
山

川
・
美
郷
）

　

６
月
は
市
・
県
民
税
（
第
１
期
）
の

納
付
月
で
す
。

　

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

納
期
限　
　
　
　

６
月
30
日
㈫

市
税
務
課　
　
　
　
　
☎
㉒
２
２
１
５

手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
現
況
届
（
各
受
給
者
に
送
付
し
て
い

ま
す
）

○
印
鑑
（
ゴ
ム
印
・
ス
タ
ン
プ
印
以
外

の
も
の
）

○
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
会
社
員
等

で
厚
生
年
金
等
に
加
入
の
方
の
み
）

○
平
成
21
年
度
所
得
課
税
証
明
書
（
平

成
21
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た

方
の
み
）

児
童
と
住
所
が
違
う
方

○
申
立
書

○
児
童
の
属
す
る
世
帯
全
員
の
住
民
票

（
児
童
の
住
所
が
吉
野
川
市
以
外
に
あ

る
方
）

市
子
育
て
支
援
課　

児
童
母
子
福
祉
係

          

☎
㉕
６
６
１
４

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
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「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
の
送
付

に
伴
う
出
張
所
の
開
設

　

年
金
記
録
確
認
な
ど
の
推
進
・
記
録

の
統
合
を
進
め
て
い
る
た
め
、
４
月
か

ら
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
の
現
役
加
入

者
の
方
へ
誕
生
月
に
「
ね
ん
き
ん
定
期

便
」
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
金
記
録
問
題
の
早
期
解
決

の
た
め
、
徳
島
県
社
会
保
険
労
務
士
会

の
協
力
を
得
て
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

お
よ
び
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」（
平
成

19
年
12
月
〜
平
成
20
年
10
月
送
付
）
を

受
け
取
ら
れ
た
方
を
対
象
と
し
た
、「
社

会
保
険
労
務
士
の
無
料
相
談
（
予
約

制
）」
を
左
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
設
日
・
時
間
・
場
所

　

薬
物
乱
用
は
、
本
人
だ
け
で
な
く
、

家
族
の
崩
壊
、殺
人
、放
火
等
悲
惨
な
事

件
の
原
因
と
も
な
り
、
社
会
全
体
の
問

題
へ
と
発
展
す
る
恐
ろ
し
い
も
の
で
す
。

　

ま
ず
は
、
身
近
な
地
域
社
会
か
ら
、

　

６
月
は
重
度
心
身
障
害
者
等
医
療
費

受
給
者
認
定
の
更
新
月
で
す
。
対
象
と

な
る
方
に
は
個
別
に
郵
送
し
て
い
ま
す

の
で
、
必
ず
更
新
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限　

７
月
24
日
㈮
ま
で

受
付
場
所　

福
祉
総
務
課　

障
害
福
祉

薬
物
乱
用
を
許
さ
な
い
明
る
い
社
会
環

境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

徳
島
県
薬
物
乱
用
防
止
鴨
島
地
区
協

議
会
で
は
、「
新
国
連
薬
物
乱
用
根
絶

宣
言
」
の
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て

「
６
・
26
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

お
よ
び
「
街
頭
募
金
活
動
」
を
実
施
し

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
６
・
26
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

と
き　

６
月
27
日
㈯　

午
前
10
時
30
分

〜
正
午

と
こ
ろ　

鴨
島
町
キ
ョ
ー
エ
イ
セ
レ
ブ

店
頭
、
マ
ル
ヨ
シ
セ
ン
タ
ー
ア
ク
ア
シ

テ
ィ
店
頭

内
容　

吉
野
川
保
健
所
管
内
中
学
生
、

指
導
員
等
を
中
心
と
し
て
、
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
と
国
連
支
援
募
金
を
実
施
し
ま
す
。

■
街
頭
募
金
活
動

期
間　

６
月
20
日
㈯
〜
７
月
19
日
㈰
ま

で
の
１
カ
月
間

地
域
団
体
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
協
力
店
、
支

所
地
域
課
（
鴨
島
・
川
島
・
山
川
）
に

募
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
ご
協

力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

吉
野
川
保
健
所　

生
活
衛
生
担
当

　
　
　
　
　
　

 

☎
㉔
１
１
１
４

相
談
内
容

①
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」・「
ね
ん
き
ん

特
別
便
」
の
趣
旨
・
目
的
お
よ
び
見

方
の
説
明

②
記
録
照
会
票
へ
の
記
入
方
法
の
助
言

③
年
金
加
入
期
間
に
空
白
が
あ
る
場
合

の
ご
本
人
へ
の
確
認

④
年
金
加
入
に
関
す
る
記
憶
喚
起
の
た

め
の
助
言

申
込
方
法

　

無
料
相
談
は
、
完
全
予
約
制
で
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
、
相
談
希
望
日
１
カ

月
前
ま
で
に
徳
島
県
社
会
保
険
労
務
士

会
へ
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
予
約
の
際
に
、
相
談
者
氏
名
・

基
礎
年
金
番
号
・
連
絡
先
に
つ
い
て
確

認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

徳
島
県
社
会
保
険
労
務
士
会

☎
（
０
１
２
０
）
９
６
７
９
５
１

重
度
心
身
障
害
者
等
医
療
費
受

給
者
認
定
の
更
新

係
（
川
島
庁
舎
１
階
）

手
続
き
に
必
要
な
も
の

●
重
度
心
身
障
害
者
等
医
療
費
受
給
者

認
定
（
更
新
）
申
請
書
（
各
受
給
者
に

送
付
し
て
い
ま
す
）

●
受
給
者
が
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

証
の
写
し

●
介
護
証
明
書
（
身
体
障
害
者
手
帳
２

級
所
有
者
の
う
ち
、
常
時
介
護
を
要
す

る
方
の
み
）

●
課
税
住
所
地
で
交
付
さ
れ
た
平
成
21

年
度
（
平
成
20
年
中
）
所
得
課
税
証
明

書
（
平
成
21
年
１
月
２
日
以
降
に
吉
野

川
市
に
転
入
し
た
方
、
扶
養
義
務
者
が

吉
野
川
市
以
外
に
在
住
の
方
、
お
よ
び

住
所
地
特
例
該
当
者
の
み
）

市
福
祉
総
務
課　

障
害
福
祉
係

          

☎
㉕
６
６
１
３

薬
物
乱
用
は

　
「
ダ
メ
。ゼ
ッ
タ
イ
。」

７
月
14
日
㈫

午
前
10
時
か
ら

午
後
３
時

吉
野
川
市
役
所

１
階　

相
談
室

８
月
11
日
㈫

９
月
８
日
㈫

10
月
13
日
㈫

11
月
10
日
㈫

12
月
８
日
㈫



問
い
合
わ
せ

連
絡
先

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

142009年（平成21年）6月10日

広報よしのがわ

対
象
者　

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容　

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と
職
業

相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知
識
や
就
職

の
心
構
え
に
つ
い
て
指
導

※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い
ま
せ

ん
。

【
山
川
】

と
き　

６
月
15
日
㈪
、
７
月
６
日
㈪
・

巡
回
職
業
相
談

第
1
1
6
回
ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト

五
九
郎
ま
つ
り

か
た
つ
む
り
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
者　

黒
崎
エ
レ
ク
ト
ー
ン
教
室
の

生
徒
に
よ
る
エ
レ
ク
ト
ー
ン
演
奏
、
鈴

木
尚
（
フ
ォ
ー
ク
）

と
き　

６
月
28
日
㈰
午
後
１
時
〜

と
こ
ろ　
Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
老
人
ホ
ー
ム

あ
け
わ
敷
地
内
（
雨
天
決
行
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tcu.or.jp/kam

ojim
a/

m
achicon/

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会　

　

☎
㉔
３
７
２
５
（
鎌
田
）

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
通
信

話
し
方
教
室
一
日
体
験
講
座

こ
う
さ
ぎ
こ
ど
も
の
城
定
例
会

第
５
回
総
合
美
術
展

コンポスト（堆肥）化で「生ごみ」ゼロをめざしましょう！

イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の

捕
獲
の
実
施
を
し
て
い
ま
す

　

現
在
、
吉
野
川
市
一
円
に
お
い
て
、

イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
農
林

作
物
の
被
害
が
発
生
し
て
い
る
た
め
、

銃
器
（
猟
銃
）
や
ワ
ナ
を
用
い
て
捕
獲

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
山
林
に
入
る
方

は
目
立
つ
服
装
や
ラ
ジ
オ
で
音
を
出
す

な
ど
十
分
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間　

10
月
31
日
㈯
ま
で

実
施
区
域　

吉
野
川
市
一
円
（
た
だ
し
、

狩
猟
可
能
区
域
に
限
る
）

市
農
林
業
振
興
課　
　
☎
㉒
２
２
２
８

13
日
㈪　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き　

６
月
10
日
㈬
、
７
月
８
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ　

こ
だ
ま
会
館

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉔
２
１
６
６

　

五
九
郎
ま

つ
り
は
、
大

正
か
ら
昭
和

に
か
け
て
大

活
躍
し
、
日

本
演
芸
史
上

に
大
き
な
足

跡
を
残
し
た
鴨
島
町
出
身
の
喜
劇
役
者
、

曽
我
廼
家
五
九
郎
の
業
績
を
た
た
え
開

催
さ
れ
る
お
祭
り
で
す
。
鴨
島
駅
前
通

り
を
歩
行
者
天
国
に
し
て
、
い
ろ
い
ろ

な
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

と
き　

６
月
27
日
㈯
午
後
６
時
〜
10
時 昨年の五九郎まつりの様子

（
雨
天
時
は
６
月
28
日
㈰
に
順
延
）

と
こ
ろ　
Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
中
央
通
り

五
九
郎
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
商
工
会

議
所
内
）　　
　
　
　

  

☎
㉔
２
２
７
４

　

人
前
で
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た

い
方
！　

自
分
の
思
い
を
正
確
に
伝
え

た
い
方
！　

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

６
月
28
日
㈰
午
後
１
時
〜

と
き　

７
月
18
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

和
室

内
容　

県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
の

方
が
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
を
教
え
て
く
れ

ま
す
・
水
鉄
砲
を
作
っ
て
み
よ
う

参
加
費　

１
０
０
円

　

吉
野
川
市
文
化
協
会
の
美
術
団
体
を

中
心
と
し
た
美
術
愛
好
家
作
品
展
で
す
。

と
き　

７
月
18
日
㈯
〜
20
日
㈪
午
前
９

時
〜
午
後
５
時

（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

多
目
的
ホ
ー
ル

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー　
☎
㉒
０
０
１
５

と
こ
ろ　

研
修
室
５

講
師　

宮
本
武
敏
さ
ん
（
元
四
国
放
送

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

参
加
費　

無
料

洋
画
・
日
本
画
・
工
芸
・
手
工
芸
・

写
真
・
書
道
等



振
り
込
め
詐
欺
に
関
す
る
相
談
は

問
い
合
わ
せ

「生ごみ」はリサイクルできる「資源」です

15 2009年（平成21年）6月10日

広報よしのがわ

オ
カ
リ
ナ
、三
味
線
、阿
波
忌
部
と
地
域

の
歴
史
、ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
・
レ
ッ
ス
ン
Ｂ
、

趣
味
の
園
芸
、て
の
ひ
ら
手
話
教
室
な
ど
。

と
き　

６
月
22
日
㈪
午
後
１
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

視
聴
覚
室

講
師　

医
学
博
士　

松
原
博
さ
ん

と
き　

６
月
29
日
㈪
午
後
２
時

と
こ
ろ　

視
聴
覚
室

講
師　

橋
本
範
文
さ
ん

と
き　

７
月
１
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

視
聴
覚
室

講
師　

徳
島
市
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
徳
島
の
風
」
岡
田
年
弘
さ
ん

と
き　

７
月
４
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

視
聴
覚
室

講
師　

鴨
島
養
護
学
校
教
諭　

榊　

浩

一
さ
ん

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

食
品
・
医
薬
品
・
化
学
物
質
の
安
全
安
心

H
aw
aiian &

 Tahitian C
oncert

わ
け
べ
の
り
こ　

フ
ラ
ス
タ
ジ
オ

地
域
の
歴
史　

特
別
講
演

「
阿
波
の
木
地
師
た
ち
」

防
災
講
座
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
つ
い
て
」

家
庭
教
育
学
級

支
援
児
の
早
期
発
見
と
対
応

食
の
知
っ
得
講
座
「
食
料
自
給
率
と

日
本
型
食
生
活
に
つ
い
て
」

絵
本
と
読
み
聞
か
せ
会

講
座
生
受
付
中

と
き　

７
月
26
日
㈰　

開
場　

午
後
1
時

開
演　

午
後
1
時
30
分

と
こ
ろ　

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

演
奏　

ハ
ワ
イ
ア
ン
ヴ
ォ
ー
カ
ル
デ
ュ

オ 

Ｋ
Ａ
Ｉ 

入
場
料　

前
売
り
２
０
０
０
円
（
当
日

３
０
０
０
円
）

主
催　

わ
け
べ
の
り
こ
フ
ラ
ス
タ
ジ
オ

後
援　

徳
島
新
聞
社

ハ
ワ
イ
ア
ン
シ
ョ
ッ
プ　

ラ
イ
ア

☎
／
℻  
０
８
８
（
６
３
５
）
５
７
８
２

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.laia-haw

aii.com
/

　

現
在
、
振
り
込
め
詐
欺
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
振
り
込
み
を
依
頼
す
る
電
話

が
か
か
っ
て
き
た
と
き
に
次
の
項
目
で

「
は
い
」
が
１
つ
で
も
あ
れ
ば
振
り
込

め
詐
欺
を
疑
い
ま
し
ょ
う
。

オ
レ
オ
レ
詐
欺

□
子
ど
も
や
孫
を
名
乗
る
者
か
ら
、電
話
で

振
り
込
む（
送
金
す
る
）よ
う
に
言
わ
れ
た

□
「
携
帯
電
話
の
番
号
が
変
わ
っ
た
」

「
風
邪
を
ひ
い
て
い
る
」
と
言
っ
た

□
「
今
日
中
に
・
・
・
」
な
ど
と
妙
に

急
い
で
い
る

□
不
祥
事
や
事
件
・
事
故
・
問
題
を
起

こ
し
た
と
言
っ
た

還
付
金
詐
欺

□
手
続
き
の
た
め
「
Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー

に
行
く
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
た

□
「
Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー
か
ら
電
話
す
る

よ
う
に
」
と
言
わ
れ
た

□
医
療
費
・
年
金
・
保
険
料
・
電
力
な

ど
の
還
付
金
が
あ
る
と
言
わ
れ
た

□
定
額
給
付
金
を
払
う
の
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
コ

ー
ナ
ー
に
行
く
よ
う
に
言
わ
れ
た

架
空
請
求
詐
欺

□
請
求
書
や
明
細
が
な
い
料
金
や
費
用

を
振
り
込
む（
送
金
す
る
）よ
う
に
言
わ

れ
た

□
民
事
訴
訟
取
下
げ
費
用
や
示
談
金
な

ど
を
振
り
込
む
（
送
金
す
る
）
よ
う
に

言
わ
れ
た

□
サ
イ
ト
の
料
金
未
納
・
滞
納
な
ど
の

料
金
を
振
り
込
む
（
送
金
す
る
）
よ
う

に
言
わ
れ
た

融
資
保
証
金
詐
欺

□
フ
ァ
ッ
ク
ス
と
電
話
の
み
で
契
約
の

や
り
取
り
を
し
た

□「
振
り
込
ん
だ
お
金
は
後
で
返
す
」「
返

済
能
力
を
確
認
す
る
」
と
言
わ
れ
た

□
融
資
前
に
保
証
金
、
保
険
料
、
手
数

料
な
ど
を
振
り
込
む
（
送
金
す
る
）
よ

う
に
言
わ
れ
た

共
通
キ
ー
ワ
ー
ド

□
エ
ク
ス
パ
ッ
ク
や
宅
急
便
、
郵
便
で

現
金
を
送
る
よ
う
に
言
わ
れ
た

鴨
島
町
交
番　
　
　
　
☎
㉔
２
３
３
１

吉
野
川
警
察
署　
　
　
☎
㉕
６
１
１
０

相
談
ダ
イ
ヤ
ル　
　
　
☎
＃
９
１
１
０

と
き　

７
月
８
日
㈬
午
前
10
時
〜
11
時

と
こ
ろ　

視
聴
覚
室

講
師　

徳
島
農
政
事
務
所
職
員

と
き　

７
月
11
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

視
聴
覚
室

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

を
使
っ
た
読
み
聞
か
せ
会
を
行
い
ま
す
。

鴨
島
公
民
館　
　
　
　
☎
㉔
５
１
１
１

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
警
察
署
だ
よ
り　



6　
　
　

月

日 曜日 時　　　間 場　　　所 地区 内　　　容

10 水
9：30～10：30 川島公民館近久分館 川　島

健　

康　

チ　

ェ　

ッ　

ク

介 護 予 防 体 操
13：30～14：30 中枝老人憩の家 美　郷 栄 養 改 善 講 座

11 木 9：00～11：00 西麻植地区公民館 鴨　島 栄 養 改 善 講 座
15 月 9：30～10：30 山瀬地区公民館 山　川 楽 し い 脳 体 操

16 火
9：30～10：30 城戸下浦高開集落センター 美　郷 介 護 予 防 体 操
13：30～14：30 湯立会館 山　川 介 護 予 防 体 操

17 水 9：30～10：30 川島公民館上桜分館 川　島
18 木 9：30～10：30 こだま会館 川　島 介 護 予 防 体 操

22 月
9：30～10：30 鴨島南部老人憩の家 鴨　島 栄 養 改 善 講 座
13：30～14：30 知恵島老人憩の家 鴨　島 介 護 予 防 体 操

23 火
9：30～10：30 喜来老人憩の家 鴨　島 栄 養 改 善 講 座
9：30～10：30 三山老人憩の家 美　郷 楽 し い 脳 体 操

24 水 9：30～10：30 千田公会堂 鴨　島 栄 養 改 善 講 座
25 木 9：30～10：30 東児島老人憩の家 川　島 栄 養 改 善 講 座

26 金
9：30～10：30 鍛冶屋敷公会堂 川　島 栄 養 改 善 講 座
13：30～14：30 上谷集落センター 美　郷 介 護 予 防 体 操

7　
　
　

月

日 曜日 時　　　間 場　　　所 地区 内　　　容
2 木 9：00～10：00 忌部農業構造改善センター 山　川

健
康
チ
ェ
ッ
ク

介 護 予 防 体 操
3 金 9：30～10：30 川島公民館岡山分館 川　島 楽 し い 脳 体 操
6 月 9：30～10：30 南町集会所 山　川 栄 養 改 善 講 座
7 火 13：00～14：30 川島公民館 川　島
8 水 9：30～10：30 川島公民館久保田分館 川　島 介 護 予 防 体 操
9 木 9：00～11：00 西麻植地区公民館 鴨　島 介 護 予 防 体 操
10 金 9：30～10：30 三ツ島西公会堂 川　島 栄 養 改 善 講 座

162009年（平成21年）6月10日

広報よしのがわ

●問い合わせ　市介護保険課　地域支援係　☎　  6627○25

※健康手帳をご持参ください。
※資料がある場合があります。眼鏡が必要な方はご持参ください。
※健康チェックの受付時間は、基本的に開始時刻から30分間です。

6月・7月の介護予防教室

認
知
症予
防に！

認
知
症予
防に！

「楽しい脳体操」「楽しい脳体操」がはじまりますがはじまります

　６月から、介護予防教室の内容に「楽しい脳体操」が加わります。
遊びの要素をリハビリテーションに取り入れた「遊びリテーション」
を主とする楽しい教室です。身近にあるものを使って楽しく笑いなが
ら体を動かすなかで、自然と脳の体操ができます。遊びながら、楽し
みながら、認知症を予防しましょう。
　これまでに介護予防教室に来たことのない方もぜひお越しください。

認
知
症予
防に！

認
知
症予
防に！

認
知
症予
防に！

「楽しい脳体操」「楽しい脳体操」がはじまりますがはじまります「楽しい脳体操」がはじまります

タオル1枚、新聞紙1枚
をご持参ください



鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

　

             

☎
㉔
５
１
１
１

 

美
郷
図
書
室

 （
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

  

☎
43
２
８
１
１

川
島
図
書
館  

☎
㉕
３
１
４
１

☆
話
題
の
図
書
☆

◆
開
室
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
6
月
、7
月
の
休
室
日　

木
曜
日

◆
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
６
月
、
７
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
（
６
月
30
日
㈫
、７
月
31
日
㈮
）

◆
徳
島
文
理
大
学
う
た
お
は
部
に

よ
る
お
は
な
し
会

七
夕
祭
り
・
お
は
な
し
会

と
き　

６
月
20
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ　

図
書
館
２
階

◆
夏
休
み
自
由
研
究
教
室

自
由
研
究
の
仕
方

と
き　

７
月
25
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
30
分

講
師　

眞
鍋
佳
資
さ
ん

と
こ
ろ　

図
書
館
２
階

◆
お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
つ
ゆ

く
さ
に
よ
る
お
は
な
し
会

と
き　

８
月
１
日
㈯
午
前
11
時
〜

正
午

と
こ
ろ　

図
書
館
２
階

山
川
図
書
館 

☎
42
５
２
２
２

◆
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
６
月
、
７
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
振
替
休
館
（
７

月
21
日
㈫
）、
月
末
図
書
整
理
日

（
６
月
30
日
㈫
、
７
月
31
日
㈮
）

◆
お
は
な
し
会

６
月
13
日
㈯
、
７
月
11
日
㈯
午
後

１
時
30
分
か
ら
（
約
30
分
間
）

◆
映
画
会

６
月
20
日
㈯
（
ぐ
る
ん
ぱ
の
よ
う

ち
え
ん
）、７
月
４
日
㈯（
ピ
ノ
ッ

キ
オ
の
冒
険
）・
18
日
㈯
（
山
古
志

村
の
マ
リ
と
３
匹
の
子
犬
）
の
午

後
２
時
か
ら
（
約
２
時
間
）

◆
図
書
館
つ
う
し
ん
（
６
月
１
日

発
行
）
新
着
図
書
案
内
・
行
事
予

定
な
ど
を
掲
載
。
各
館
・
室
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

●
新
刊
は
、
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん

そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
各
館
・
室
の

新
刊
コ
ー
ナ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
読
み
た
い
本
が
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
場
合
は
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
本
の
予
約
や
リ
ク
エ

ス
ト
は
各
館
・
室
で
、
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

●
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム

http://library.city.yoshi
nogaw

a.lg.jp/ilisw
ing/w

e/
opac/

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協

力
車
巡
回
日
／
６
月
12
日
㈮
・
19

日
㈮
・
26
日
㈮
、
７
月
３
日
㈮
・

10
日
㈮
・
17
日
㈮
・
24
日
㈮
・
31

日
㈮

★
山
川
図
書
館
と
川
島
図
書
館
の

新
刊
情
報
は
、
各
館
が
発
行
し
て

い
る
『
図
書
館
つ
う
し
ん
（
山
川

図
書
館
）』、『
新
刊
速
報
（
川
島

図
書
館
）』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
開
室
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
６
月
、
７
月
の
休
室
日

火
曜
日
、
祝
日

◆
絵
本
と
お
は
な
し
の
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
10
時
30
分
、

午
後
１
時
30
分
か
ら
／
鴨
島
公
民

館
２
階
絵
本
室
・
和
室
／
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ

ー
、
手
作
り
大
型
紙
芝
居
な
ど

◆
新
刊
情
報

『
砂
冥
宮
』　　
　

内
田
康
夫　

著

『
富
子
す
き
す
き
』

　
　
　
　
　
　

宇
江
佐
真
理　

著

『
望
郷
の
道
上･

下
』

　
　
　
　
　
　
　

北
方
謙
三　

著

『
疑
心
』　　
　
　
　

今
野
敏　

著

『
妻
敵
に
あ
ら
ず
』

　
　
　
　
　
　

澤
田
ふ
じ
子　

著

『
ラ
ス
ト
ラ
ン
』
志
水
辰
夫　

著

『
殺
し
合
う
家
族
』

　
　
　
　
　
　
　

新
堂
冬
樹　

著

『
ブ
ロ
ー
ド
ア
レ
イ･
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
』　　
　
　

 
小
路
幸
也　

著

『
く
じ
ら
組
』　　

山
本
一
力　

著

『
子
ど
も
の
ア
レ
ル
ギ
ー
の
す
べ

て
が
わ
か
る
本
』　　

　
　
　
　
　
　

海
老
澤
元
宏　

著

『
ゆ
う
と
り
あ
』　

熊
谷
達
也　

著

『
極
北
ク
レ
イ
マ
ー
』海
堂
尊　

著

『
死
線
を
越
え
て
』賀
川
豊
彦　

著

182009年（平成21年）6月10日

広報よしのがわ

『
こ
い
し
り
』　　
　

畠
中
恵　

著

『
君
が
降
る
日
』　

島
本
理
生　

著

『
生
活
習
慣
病
の
薬
』

　
　
　

日
本
放
送
出
版
協
会　

著

『
空
白
の
桶
狭
間
』　

加
藤
廣　

著

『
女
の
道
は
一
本
道
』

　
　
　
　
　
　

田
渕
久
美
子　

著

『
死
夢
』　　
　
　

小
笠
原
慧　

著

◆
児
童
書
・
絵
本

『
つ
み
き
の
い
え
』

　
　
　
　
　
　
　

平
田
研
也　

著

『（
紙
芝
居
）
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
マ

ジ
カ
ち
ゃ
ん
』

『（
紙
芝
居
）
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
ま

じ
ょ
シ
ョ
ウ
ガ
ナ
イ
さ
ん
』

『（
紙
芝
居
）
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
ら

ん
ぼ
う
や
』

『（
紙
芝
居
）
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
お

ば
け
さ
わ
ぎ
』

『（
紙
芝
居
）
ば
い
き
ん
ま
ん
と
ツ

ン
ツ
ン
ど
り
』

『
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
ひ
の
た
ま
こ

ぞ
う
』　　
　

『
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
ふ
た
ご
の
ほ

し
』　　
　
　
や
な
せ
た
か
し　

著

『
い
っ
す
ん
ぼ
う
し
』

　
　
　
　
　

い
も
と
よ
う
こ　

著

『
忍
た
ま
乱
太
郎
ざ
っ
と
こ
ん
な

も
ん
の
段
』　　
尼
子
騒
兵
衛　

著

『
忍
者
サ
ノ
ス
ケ
じ
い
さ
ん
わ
く

わ
く
旅
日
記
17
』

　
　
　
　
　

な
す
だ
み
の
る　

著



地
域
の
子
ど
も
は
、
地
域

で
守
り
育
て
る

あ
な
た
も
「
地
域
の
お
じ
さ

ん
、
お
ば
さ
ん
に
」
な
っ
て

く
だ
さ
い
!!

友　

達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鴨
島
東
中
学
校　

桜
井　

椋
太

み
ん
な
友
達

い
っ
し
ょ
に
遊
ぶ
友
達

い
っ
し
ょ
に
笑
う
友
達

い
っ
し
ょ
に
泣
く
友
達

み
ん
な
み
ん
な
友
達

み
ん
な
い
ろ
ん
な
考
え
が
あ
る

友
達
に
は
他
の
友
達
も
い
る

い
ろ
い
ろ
な
人
と
話
を
し
て
い
る
う
ち
に

み
ん
な
み
ん
な
友
達
に
な
る

そ
う
し
て

友
達
の
輪
は
広
が
る
ん
だ

（「
ぶ
ん
げ
い
麻
植
」
第
４
号
よ
り
）

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

☎
㉕
６
６
２
０  

℻  
㉕
６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tcu.or.jp/ikuse

icenter/

　
「
子
ど
も
は
、
社
会
を
映
す
鏡
」

そ
ん
な
考
え
方
に
立
っ
て
み
る
と
、

私
た
ち
大
人
が
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

◆
例
え
ば
、
こ
ん
な
こ
と
か
ら
で

い
い
ん
で
す
。

①
子
ど
も
た
ち
に
、
積
極
的
に
声

か
け
を
す
る
。

　

身
近
な
子
ど
も
た
ち
に
「
お
は

よ
う
」「
こ
ん
に
ち
は
」
と
、
積

極
的
に
声
を
か
け
、
顔
見
知
り
に

19 2009年（平成21年）6月10日

広報よしのがわ

平成21年５月１日現在

市民のうごき
　　　住民基本台帳（前月比）　外国人登録（前月比）
　計　　45,518人　 （－ 23）
　男　　21,573人　 （－ 33）
　女　　23,945人　 （＋ 10）
世帯数　17,302世帯 （＋ 30）
※ 65歳以上人口
　　　計 12,933人　男 5,260人　女 7,673人

362人 （＋  6）
50人 （－  5）
312人 （＋11）

339世帯 （－17）

※
累
計
は
１
月
か
ら
の
も
の

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

火　　災
3
月 1件

累
計 2件

救急出動
3
月128件

累
計379件

〈人  権  相  談〉
７月９日㈭ 13：30～16：00 飯尾敷地コミュニティセンター
７月21日㈫ 13：30～16：00 川島庁舎人権擁護委員事務室
７月28日㈫ 13：30～16：00 山川庁舎講堂

〈行  政  相  談〉
６月11日㈭  9：00～12：00 市役所１階相談室
６月18日㈭ 13：00～16：00 美郷庁舎２階会議室
７月６日㈪ 10：00～12：00 山川庁舎101会議室
７月７日㈫ 13：00～16：00 川島公民館会議室
７月９日㈭  9：00～12：00 市役所１階相談室
〈司法書士会による無料法律相談〉

６月19日㈮ 10：00～12：00 市役所１階相談室
７月17日㈮ 10：00～12：00 市役所１階相談室

市
・
県
民
税 

　
　

第
１
期

 

納
期
限　
　

    

6
月
30
日
㈫

今
月
の
納
税

◆
で
も
、
こ
ん
な
こ
と
に
は
気
を

つ
け
て
。

①
補
導
や
取
り
調
べ
と
は
違
う
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
願
う
大
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

す
。
公
的
機
関
か
ら
認
可
さ
れ
た

も
の
で
は
な
い
の
で
、
子
ど
も
た

ち
を
補
導
し
た
り
取
り
調
べ
た
り

は
で
き
ま
せ
ん
。

②
気
持
ち
が
伝
わ
る
よ
う
な
声
か

け
を
。

　

よ
く
な
い
行
為
を
目
に
し
た
と

き
は
、
や
み
く
も
に
し
か
ら
ず
、

相
手
に
あ
な
た
の
愛
情
が
伝
わ
る

よ
う
な
声
か
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

③
身
の
危
険
を
感
じ
た
ら
無
理
し

な
い
。

　

自
分
の
身
に
危
険
を
感
じ
る
よ

う
な
場
面
で
は
、
け
っ
し
て
無
理

を
せ
ず
、
補
導
員
や
警
察
官
な
ど

専
門
家
の
指
示
を
得
ま
し
ょ
う
。

な
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
よ

い
行
い
を
し
た
と
き
は
、
た
め
ら

わ
ず
に
ほ
め
る
。
危
険
な
遊
び
や

ル
ー
ル
違
反
に
は
、
見
て
見
ぬ
ふ

り
を
せ
ず
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

②
子
ど
も
た
ち
の
立
場
を
考
え
て

あ
げ
る
。

　

子
ど
も
た
ち
が
困
っ
て
い
る
と

き
、
苦
し
ん
で
い
る
と
き
こ
そ
、

気
軽
な
相
談
相
手
、
よ
き
理
解
者

で
あ
り
た
い
も
の
。
ふ
と
見
せ
る

沈
ん
だ
顔
、
寂
し
そ
う
な
表
情
を

見
逃
さ
ず
、
や
さ
し
く
声
を
か
け

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

③
子
ど
も
た
ち
を
事
故
や
犯
罪
か

ら
守
る
。

　

近
く
に
、
事
故
に
つ
な
が
る
危

険
な
箇
所
は
な
い
で
す
か
。
子
ど

も
た
ち
を
誘
惑
し
た
り
、
犯
罪
に

巻
き
込
ん
だ
り
す
る
恐
れ
の
あ
る

場
所
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

地
域
の
環
境
を
、
そ
う
い
っ
た

視
点
か
ら
再
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。
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●平日／17時～23時　　●休日／8時～23時
※23時からは、かかりつけの医療機関か救急病院をご利用ください。
●○印は、休日診療日です。
●徳島中央テレビ、ケーブルネットおえの2チャンネルでも放送しています。
●一部変更になる場合もありますので、受診の際は、医療機関に電話確
認の上、ご利用ください。 ●問い合わせ／市健康推進課☎㉕6615

医　院　名 電話番号 6月 7月
渡 辺 医 院 24－7177 10 14
美 摩 病 院 24－2957 11 13
四 宮 医 院 25－2016 12 15
杉 山 医 院 25－2802 13 17
松 永 医 院 42－2110 ⑭ 1
矢 田 医 院 25－2006 15 18
木村内科胃腸科 24－6413 16 21
鈴木内科（敷地）24－5880 17 22
谷 医 院 42－2353 18 23
阿 部 整 形 外 科 24－4880 19 24
鴨島耳鼻咽喉科 24－8070 20 ㉖
工 藤 内 科 医 院 42－3113 ㉑ 29
いぬい産科婦人科クリニック 22－1230 22
グリーン耳鼻咽喉科 24－2488 23
リバーサイドクリニック岡田 24－8884 24

医　院　名 電話番号 6月 7月
石原内科循環器科 24－2536 25
森 住 内 科 医 院 22－3010 26
山下耳鼻咽喉科クリニック 42－7533 27
井 内 内 科 24－3070 ㉘ 31
麻名内科外科クリニック 26－0020 29
さ く ら 診 療 所 42－5520 30
三木リハビリテーション病院 42－6616 2
岡田医院（川島）25－3566 3
糸田川クリニック 24－7555 4
高橋皮膚科クリニック 24－5122 ⑤
梶本胃腸科内科 24－2413 6
和田耳鼻咽喉科 24－2566 7
石 原 小 児 科 24－2388 8
糸 田 川 眼 科 24－2531 9
古本内科クリニック 24－7377 10

医　院　名 電話番号 6月 7月
後 藤 田 外 科 24－2720 11
島 野 外 科 内 科 25－3060 ⑫
かなめ小児科内科クリニック 26－0310 16
杏 和 医 院 22－0333 ⑲
中西内科クリニック 42－6755 ⑳
鈴木内科（喜来）24－3413 25
岸 整 形 外 科 25－3133 27
鴨 島 病 院 24－6565 28
富 本 医 院 42－3123 30

小児救急医療体制 

休日 ･夜間在宅当番医表

6・7月

日曜日の9時～18時、小児科専門医が診
てくれます。

●麻植協同病院　　　　  ☎㉔2101
●阿波病院（第1･3･5週だけ）☎365151

202009年（平成21年）6月10日

広報よしのがわ

広報誌に広告を掲載しませんか？
「広報よしのがわ」は市内の全世帯に約18,000
部配布されており、大きな宣伝効果が期待され
ます。企業や商品の宣伝に、ぜひご活用ください。
詳しくは、企画財政課（市役所３階）までお問
い合わせになるか、市ホームページをご覧ください。

問い合わせ　☎㉒２２２１　℻  ㉒２２４４
ホームページアドレス
http://www.city.yoshinogawa.lg.jp/index.asp

平成21年 経済センサス-基礎調査

これからの日本を考える基礎になります。
7月1日経済センサス・基礎調査を実施します。

6月から調査員が事業所および
企業に調査票を配布します。

調査は全国すべての事業所および企業が対象です。
　経済センサス-基礎調査は商店や工場、営業所、事務所、学校、旅館、学習塾、
病院、寺院など、すべての事業所が対象となる大規模な統計調査です。
　統計調査の結果は国や徳島県などでこれからの行政を考える重要な基礎資
料として活用されます。
　調査票が届きましたらご記入をお願いします。
どうぞご協力をお願いいたします。 　　　　　　　　　総務省統計局　徳島県

●問い合わせ
  市企画財政課 統計調査係 ☎○22 2221

新型インフルエンザにご注意ください！
　新型インフルエンザ対策として大切なのは、正
しい知識を持つこと、正確な情報に基づき冷静に
行動することです。
新型インフルエンザにかからないために
◆うがいの徹底、手洗い、マスクの着用を心がけ
　ましょう。
◆人ごみへの外出はできるだけ控えましょう。

※新型インフルエンザ対策は、従来のインフルエ
　ンザ対策と同様です。
疑わしい症状が出たら
　急な発熱、咳など心配な症状がある場合には、直
接医療機関に行く前に、関係機関にご相談ください。

●相談先　吉野川保健所　☎　  1114○24




